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 本研究は、食塩感受性高血圧の病態生理の中で、中枢神経
系が有する役割の解明を目的としており、応募者が発見した
Na チャネル分子である Nax の役割を中心に、レプチンによ
る血圧上昇機構とレニン・アンジオテンシン・アルドステロ
ン系の活性化による血圧上昇機構について、レプチン、アン
ジオテンシン II 及びアルドステロンの脳内における受容部位
の同定とシグナル伝達経路の解明を目指している。 
食塩感受性高血圧の病態生理における中枢神経系の役割の

解明により、食塩感受性高血圧の発症機構を理解するにあた
って、独創性の高い重要な学術的知見が得られるものと期待
される。また、Nax とレプチン・RAAS などとの相互作用の解
明は、難治性高血圧の新たな治療法の開発につながる可能性
が大きい。 

 


